
(57)【要約】

【課題】新生児や、首、腰の座らない時期の乳児を寝か

したいわゆる横抱き状態、前面縦抱き状態、および、背

面縦抱きの状態で保持することができる構造を有する子

守帯を提供する。

【解決手段】使用者装着部材５００の肩ベルトに設けら

れたメス型バックル６１６に、ベルト部材７０７のオス

型バックル７０９を連結させる。このとき、第２支持ル

ープ７４４にベルト部材７０７を通過させる。反対側も

同様の連結状態とする。使用者装着部材５００の腰ベル

ト６０１の先端部に設けられたオス型バックル６１２に

赤ちゃん保持部材７００の腹部保持部材に設けられた腹

部ベルト７２６のメス型バックル７２７を連結させる。

反対側も同様の連結状態とする。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
使 用 者 が 赤 ち ゃ ん を 抱 っ こ す る た め に 用 い る 子 守 帯 で あ っ て 、
使 用 者 に 装 着 さ れ る 使 用 者 装 着 部 材 と 、
前 記 使 用 者 装 着 部 材 に 対 し て 着 脱 可 能 に 設 け ら れ 、 前 記 使 用 者 装 着 部 材 と と も に 赤 ち ゃ ん
を 保 持 す る た め の 赤 ち ゃ ん 保 持 部 材 と 、 を 備 え 、
前 記 使 用 者 装 着 部 材 は 、 使 用 者 の 腰 部 領 域 に 配 置 さ れ 、 一 端 に 第 １ 連 結 部 材 （ ６ １ ２ ） が
設 け ら れ 、 他 端 に 前 記 第 １ 連 結 部 材 に 対 し て 着 脱 可 能 な 第 ２ 連 結 部 材 （ ６ １ ３ ） が 設 け ら
れ る 腰 ベ ル ト （ ６ ０ １ ） を 有 し 、
前 記 赤 ち ゃ ん 保 持 部 材 は 、 赤 ち ゃ ん の 腹 部 領 域 に 配 置 さ れ 、 一 端 に 前 記 第 １ 連 結 部 材 （ ６
１ ２ ） に 対 し て 着 脱 可 能 な 第 ３ 連 結 部 材 （ ７ ２ ７ ） が 設 け ら れ 、 他 端 に 前 記 第 ２ 連 結 部 材
（ ６ １ ３ ） に 対 し て 着 脱 可 能 な 第 ４ 連 結 部 材 （ ７ ２ ８ ） が 設 け ら れ る 腹 部 ベ ル ト （ ７ ２ ６
） を 有 す る 、 子 守 帯 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 腰 ベ ル ト （ ６ ０ １ ） は 、 使 用 者 の 背 面 側 の 腰 部 領 域 に 、 前 記 第 ３ 連 結 部 材 （ ７ ２ ７ ）
に 対 し て 着 脱 可 能 な 第 ５ 連 結 部 材 （ ６ ５ １ ） と 、 前 記 第 ４ 連 結 部 材 （ ７ ２ ８ ） に 対 し て 着
脱 可 能 な 第 ６ 連 結 部 材 （ ６ ５ ２ ） と を さ ら に 有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 子 守 帯 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 使 用 者 装 着 部 材 は 、 使 用 者 の 肩 部 に 配 置 さ れ る 第 １ 肩 ベ ル ト （ ６ ０ ２ ） お よ び 第 ２ 肩
ベ ル ト （ ６ ０ ３ ） を 備 え 、
前 記 第 １ 肩 ベ ル ト （ ６ ０ ２ ） に は 、 第 ７ 連 結 部 材 （ ６ １ ６ ） が 設 け ら れ 、 前 記 第 ２ 肩 ベ ル
ト （ ６ ０ ３ ） に は 、 第 ８ 連 結 部 材 （ ６ １ ７ ） が 設 け ら れ 、
前 記 赤 ち ゃ ん 保 持 部 材 は 、 一 端 に 前 記 第 ７ 連 結 部 材 （ ６ １ ６ ） に 対 し て 着 脱 可 能 に 設 け ら
れ る 第 ９ 連 結 部 材 （ ７ ０ ９ ） を 有 す る 第 １ 連 結 ベ ル ト （ ７ ０ ７ ） 、 前 記 第 １ 連 結 ベ ル ト （
７ ０ ７ ） を 通 過 さ せ 支 持 し 、 赤 ち ゃ ん の 側 部 に 位 置 す る 第 １ 支 持 ル ー プ （ ７ ４ ４ ） 、 一 端
に 前 記 第 ８ 連 結 部 材 （ ６ １ ７ ） に 対 し て 着 脱 可 能 に 設 け ら れ る 第 ９ 連 結 部 材 （ ７ ０ ８ ） を
有 す る 第 ２ 連 結 ベ ル ト （ ７ ０ ６ ） 、 お よ び 、 前 記 第 ２ 連 結 ベ ル ト （ ７ ０ ６ ） を 通 過 さ せ 支
持 、 赤 ち ゃ ん の 側 部 に 位 置 す る 第 ２ 支 持 ル ー プ （ ７ ４ ３ ） 備 え る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記
載 の 子 守 帯 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 第 １ 肩 ベ ル ト （ ６ ０ ２ ） は 、 前 記 第 １ 連 結 ベ ル ト （ ７ ０ ７ ） ま た は 前 記 第 ２ 連 結 ベ ル
ト （ ７ ０ ６ ） を 通 過 さ せ る た め の 第 １ ル ー プ 領 域 （ ５ ０ ７ ａ ） を 含 み 、 前 記 第 ２ 肩 ベ ル ト
（ ６ ０ ３ ） は 、 前 記 第 １ 連 結 ベ ル ト （ ７ ０ ７ ） ま た は 前 記 第 ２ 連 結 ベ ル ト （ ７ ０ ６ ） を 通
過 さ せ る た め の 第 ２ ル ー プ 領 域 （ ５ ０ ８ ａ ） を 含 む 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 子 守 帯 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 育 児 に 用 い ら れ る 子 守 帯 の 構 造 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の 子 守 帯 に お い て 、 赤 ち ゃ ん を 前 面 側 と 背 面 側 と に 乗 せ 変 え 可 能 な 構 造 を 有 す る も の
と し て 、 下 記 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ る 子 守 帯 を 挙 げ る こ と が で き る 。 こ の 子 守 帯 は 、 使 用
者 に 装 着 さ れ 、 ベ ル ト 部 材 か ら な る 支 持 手 段 に 幼 児 収 容 体 を 着 脱 可 能 に 取 付 け る こ と を 特
徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ９ － １ ２ １ ９ ８ ７ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 上 記 子 守 帯 の 構 造 に お い て は 、 使 用 者 に 装 着 さ れ る 支 持 手 段 が 、 ベ ル ト 部 材 の み
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か ら な る た め に 、 幼 児 収 容 体 に 収 容 さ れ る 赤 ち ゃ ん の 体 重 が 局 所 的 に 加 わ る こ と に な り 、
使 用 者 へ の 負 担 が 大 き い 問 題 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 、 幼 児 の 頭 部 領 域 が 保 護 さ れ て い な い た め 、 特 に 使 用 者 の 背 面 側 で 赤 ち ゃ ん を 保 持 す
る 場 合 に は 、 赤 ち ゃ ん の 頭 部 の 保 護 が 十 分 で な い 問 題 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 赤 ち ゃ ん を 前 面 側 と 背 面 側 と に 乗 せ 変 え る 場 合 の い ず れ に お い て も 、 赤 ち ゃ ん を 縦
抱 き の 状 態 で 保 持 す る こ と を 前 提 と し て お り 、 新 生 児 や 、 首 、 腰 の 座 ら な い 時 期 の 乳 児 を
寝 か し た 状 態 で 保 持 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
し た が っ て 、 こ の 発 明 の 目 的 は 、 赤 ち ゃ ん の 頭 部 の 保 護 を 十 分 に 行 な う こ と の で き る 構 造
を 有 す る 子 守 帯 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 他 の 目 的 と し て 、 赤 ち ゃ ん の 発 育 段 階 、 生 理 特 性 を 満 足 し 、 か つ 、 生 活 ス タ イ ル に
応 じ て そ の 形 態 を 変 化 さ せ る こ と が 可 能 な 子 守 帯 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 他 の 目 的 と し て 、 赤 ち ゃ ん の 保 持 の 安 全 性 お よ び 快 適 性 を 損 な う こ と な く 、 使 用 者
に 対 す る 装 着 性 能 の 向 上 を 図 る こ と を 可 能 と す る 子 守 帯 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 他 の 目 的 と し て 、 前 面 荷 重 、 背 面 荷 重 に お い て 、 バ ラ ン ス 良 く 荷 重 を 受 け る こ と に
よ り 、 使 用 者 へ の 負 担 の 軽 減 を 図 る 構 造 を 有 す る 子 守 帯 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
さ ら に 、 他 の 目 的 と し て 、 子 守 帯 の 機 能 を 、 カ ジ ュ ア ル な 上 着 に 含 ま せ る こ と に よ り 、 フ
ァ ッ シ ョ ン 性 を 高 め た 子 守 帯 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の 発 明 に 基 い た 子 守 帯 に お い て は 、 使 用 者 が 赤 ち ゃ ん を 抱 っ こ す る た め に 用 い る 子 守 帯
で あ っ て 、 使 用 者 に 装 着 さ れ る 使 用 者 装 着 部 材 と 、 上 記 使 用 者 装 着 部 材 に 対 し て 着 脱 可 能
に 設 け ら れ 、 上 記 使 用 者 装 着 部 材 と と も に 赤 ち ゃ ん を 保 持 す る た め の 赤 ち ゃ ん 保 持 部 材 と
を 備 え 、 さ ら に 以 下 の 構 成 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
上 記 使 用 者 装 着 部 材 は 、 使 用 者 の 腰 部 領 域 に 配 置 さ れ 、 一 端 に 第 １ 連 結 部 材 （ ６ １ ２ ） が
設 け ら れ 、 他 端 に 上 記 第 １ 連 結 部 材 に 対 し て 着 脱 可 能 な 第 ２ 連 結 部 材 （ ６ １ ３ ） が 設 け ら
れ る 腰 ベ ル ト （ ６ ０ １ ） を 有 し 、 上 記 赤 ち ゃ ん 保 持 部 材 は 、 赤 ち ゃ ん の 腹 部 領 域 に 配 置 さ
れ 、 一 端 に 上 記 第 １ 連 結 部 材 （ ６ １ ２ ） に 対 し て 着 脱 可 能 な 第 ３ 連 結 部 材 （ ７ ２ ７ ） が 設
け ら れ 、 他 端 に 上 記 第 ２ 連 結 部 材 （ ６ １ ３ ） に 対 し て 着 脱 可 能 な 第 ４ 連 結 部 材 （ ７ ２ ８ ）
が 設 け ら れ る 腹 部 ベ ル ト （ ７ ２ ６ ） を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ の 構 成 に よ り 、 使 用 者 装 着 部 材 に 赤 ち ゃ ん 保 持 部 材 を 連 結 さ せ た 場 合 、 使 用 者 の 腹 部 領
域 に は 腰 ベ ル ト が 位 置 せ ず に 、 赤 ち ゃ ん 保 持 部 材 の 腹 部 ベ ル ト が 位 置 す る こ と に な る 。 こ
れ に よ り 、 使 用 者 と 赤 ち ゃ ん と の 距 離 が 近 く な り 、 使 用 者 と 赤 ち ゃ ん と の 密 着 感 を 高 め る
こ と が 可 能 に な る 。 そ の 結 果 、 赤 ち ゃ ん は 、 よ り 近 く に 使 用 者 を 感 じ る こ と が で き 、 赤 ち
ゃ ん の 発 育 段 階 、 生 理 特 性 を 満 足 さ せ る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 よ り 使 用 者 の 近 く で 赤 ち ゃ ん を 保 持 で き る こ と か ら 、 前 面 荷 重 、 背 面 荷 重 に お い て
、 バ ラ ン ス 良 く 赤 ち ゃ ん の 荷 重 を 受 け る こ と に よ り 、 使 用 者 へ の 負 担 の 軽 減 を 図 り な が ら
、 赤 ち ゃ ん の 保 持 の 安 全 性 お よ び 快 適 性 を 損 な う こ と な く 、 使 用 者 に 対 す る 装 着 性 能 の 向
上 を 図 る こ と を 可 能 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
さ ら に 、 使 用 者 装 着 部 材 の 腰 ベ ル ト の 構 造 の 簡 略 化 が 図 ら れ 、 フ ァ ッ シ ョ ン 性 を 高 め た 子
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守 帯 を 提 供 す る こ と を 可 能 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 上 記 発 明 に お い て 好 ま し く は 、 上 記 腰 ベ ル ト （ ６ ０ １ ） は 、 使 用 者 の 背 面 側 の 腰 部
領 域 に 、 上 記 第 ３ 連 結 部 材 （ ７ ２ ７ ） に 対 し て 着 脱 可 能 な 第 ５ 連 結 部 材 （ ６ ５ １ ） と 、 上
記 第 ４ 連 結 部 材 （ ７ ２ ８ ） に 対 し て 着 脱 可 能 な 第 ６ 連 結 部 材 （ ６ ５ ２ ） と を さ ら に 有 す る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の 構 成 に よ り 、 赤 ち ゃ ん を 背 中 に お い て お ん ぶ す る 場 合 に お い て も 、 バ ラ ン ス 良 く 赤 ち
ゃ ん の 荷 重 を 受 け る こ と が で き 、 使 用 者 へ の 負 担 の 軽 減 を 図 り な が ら 、 赤 ち ゃ ん の 保 持 の
安 全 性 お よ び 快 適 性 を 損 な う こ と な く 、 使 用 者 に 対 す る 装 着 性 能 の 向 上 を 図 る こ と を 可 能
と し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 上 記 発 明 に お い て 好 ま し く は 、 上 記 使 用 者 装 着 部 材 は 、 使 用 者 の 肩 部 に 配 置 さ れ る
第 １ 肩 ベ ル ト （ ６ ０ ２ ） お よ び 第 ２ 肩 ベ ル ト （ ６ ０ ３ ） を 備 え 、 上 記 第 １ 肩 ベ ル ト （ ６ ０
２ ） に は 、 第 ７ 連 結 部 材 （ ６ １ ６ ） が 設 け ら れ 、 上 記 第 ２ 肩 ベ ル ト （ ６ ０ ３ ） に は 、 第 ８
連 結 部 材 （ ６ １ ７ ） が 設 け ら れ 、 上 記 赤 ち ゃ ん 保 持 部 材 は 、 一 端 に 上 記 第 ７ 連 結 部 材 （ ６
１ ６ ） に 対 し て 着 脱 可 能 に 設 け ら れ る 第 ９ 連 結 部 材 （ ７ ０ ９ ） を 有 す る 第 １ 連 結 ベ ル ト （
７ ０ ７ ） 、 上 記 第 １ 連 結 ベ ル ト （ ７ ０ ７ ） を 通 過 さ せ 支 持 し 、 赤 ち ゃ ん の 側 部 に 位 置 す る
第 １ 支 持 ル ー プ （ ７ ４ ４ ） 、 一 端 に 上 記 第 ８ 連 結 部 材 （ ６ １ ７ ） に 対 し て 着 脱 可 能 に 設 け
ら れ る 第 ９ 連 結 部 材 （ ７ ０ ８ ） を 有 す る 第 ２ 連 結 ベ ル ト （ ７ ０ ６ ） 、 お よ び 、 上 記 第 ２ 連
結 ベ ル ト （ ７ ０ ６ ） を 通 過 さ せ 支 持 し 、 赤 ち ゃ ん の 側 部 に 位 置 す る 第 ２ 支 持 ル ー プ （ ７ ４
３ ） 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の 構 成 に よ り 、 赤 ち ゃ ん の 側 部 に 、 第 １ 連 結 ベ ル ト に よ り 支 持 さ れ る 第 １ 支 持 ル ー プ と
第 １ 連 結 ベ ル ト に よ り 支 持 さ れ る 第 ２ 支 持 ル ー プ が 配 置 さ れ る こ と に な る た め 、 赤 ち ゃ ん
の 側 部 に お い て 第 １ 支 持 ル ー プ お よ び 第 ２ 支 持 ル ー プ に よ る 壁 が 形 成 さ れ 、 赤 ち ゃ ん の 側
部 を 確 実 に 保 護 す る こ と が 可 能 に な る 。 そ の 結 果 、 頭 部 の 振 れ を 防 止 し 、 赤 ち ゃ ん の 頭 部
の 保 護 を 十 分 に 行 な う こ と の で き る 構 造 を 有 す る 子 守 帯 を 提 供 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 上 記 発 明 に お い て 好 ま し く は 、 上 記 第 １ 肩 ベ ル ト （ ６ ０ ２ ） は 、 上 記 第 １ 連 結 ベ ル
ト （ ７ ０ ７ ） ま た は 上 記 第 ２ 連 結 ベ ル ト （ ７ ０ ６ ） を 通 過 さ せ る た め の 第 １ ル ー プ 領 域 （
５ ０ ７ ａ ） を 含 み 、 上 記 第 ２ 肩 ベ ル ト （ ６ ０ ３ ） は 、 上 記 第 １ 連 結 ベ ル ト （ ７ ０ ７ ） ま た
は 上 記 第 ２ 連 結 ベ ル ト （ ７ ０ ６ ） を 通 過 さ せ る た め の 第 ２ ル ー プ 領 域 （ ５ ０ ８ ａ ） を 含 む
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
こ の 構 成 に よ り 、 赤 ち ゃ ん を 背 中 に お い て お ん ぶ す る 場 合 に お い て も 、 バ ラ ン ス 良 く 赤 ち
ゃ ん の 荷 重 を 受 け る こ と が で き 、 使 用 者 へ の 負 担 の 軽 減 を 図 り な が ら 、 赤 ち ゃ ん の 保 持 の
安 全 性 お よ び 快 適 性 を 損 な う こ と な く 、 使 用 者 に 対 す る 装 着 性 能 の 向 上 を 図 る こ と を 可 能
と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 こ の 発 明 に 基 づ い た 実 施 の 形 態 に お け る 子 守 帯 １ Ｂ に つ い て 、 図 を 参 照 し な が ら 説
明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
（ 子 守 帯 １ Ｂ の 特 徴 的 構 成 ）
ま ず 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 子 守 帯 １ Ｂ の 特 徴 的 構 成 と し て は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 赤 ち
ゃ ん 保 持 部 材 ７ ０ ０ と リ ュ ッ ク 形 式 の 使 用 者 装 着 部 材 ５ ０ ０ と を 備 え 、 使 用 者 で あ る お 母
さ ん １ ０ ０ ０ の 前 面 に お い て 、 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ を 横 抱 き す る こ と が で き る 状 態 と 、 図 ２
に 示 す よ う に 、 お 母 さ ん １ ０ ０ ０ の 前 面 に お い て 、 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ を 縦 抱 き す る こ と が
で き る 状 態 （ 対 面 状 態 ） と 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 お 母 さ ん １ ０ ０ ０ の 前 面 に お い て 、 赤 ち
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ゃ ん 保 持 部 材 ７ ０ ０ の 上 半 身 領 域 を 取 外 し 、 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ を 前 向 き の 縦 抱 き に す る こ
と が で き る 状 態 と 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 お 母 さ ん １ ０ ０ ０ の 背 面 に お い て 、 赤 ち ゃ ん ２ ０
０ ０ を 縦 抱 き す る こ と が で き る 状 態 （ 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ は 前 向 き ） と 、 図 ５ に 示 す よ う に
、 お 母 さ ん １ ０ ０ ０ の 背 面 に お い て 、 赤 ち ゃ ん 保 持 部 材 ７ ０ ０ の 上 半 身 領 域 を 取 外 し 、 赤
ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ を 後 向 き の 縦 抱 き に す る こ と が で き る 状 態 と 、 が 選 択 可 能 に 設 け ら れ て い
る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ こ で 、 図 １ に 示 す 状 態 に お い て は 、 赤 ち ゃ ん 保 持 部 材 ７ ０ ０ と 使 用 者 装 着 部 材 ５ ０ ０ と
の 間 に は 、 お 母 さ ん １ ０ ０ ０ の 前 面 に お い て 、 赤 ち ゃ ん 保 持 部 材 ７ ０ ０ に よ り 、 赤 ち ゃ ん
２ ０ ０ ０ を 寝 か せ た 状 態 で 抱 っ こ す る た め の 横 抱 き 状 態 を 可 能 に す る た め の 第 １ 連 結 手 段
が 設 け ら れ て お り 、 図 ２ お よ び 図 ３ に 示 す 状 態 に お い て は 、 お 母 さ ん １ ０ ０ ０ の 前 面 に お
い て 、 赤 ち ゃ ん 保 持 部 材 ７ ０ ０ に よ り 、 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ を 起 こ し た 状 態 で 抱 っ こ す る た
め の 前 面 縦 抱 き 状 態 を 可 能 に す る た め の 第 ２ 連 結 手 段 が 設 け ら れ て お り 、 図 ４ お よ び 図 ５
に 示 す 状 態 に お い て は 、 お 母 さ ん １ ０ ０ ０ の 背 面 お い て 、 赤 ち ゃ ん 保 持 部 材 ７ ０ ０ に よ り
、 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ を 起 こ し た 状 態 で 抱 っ こ す る た め の 背 面 縦 抱 き 状 態 を 可 能 に す る た め
の 第 ３ 連 結 手 段 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
以 下 、 図 を 参 照 し な が ら 、 使 用 者 装 着 部 材 ５ ０ ０ お よ び 赤 ち ゃ ん 保 持 部 材 ７ ０ ０ の 構 造 に
つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
（ 使 用 者 装 着 部 材 ５ ０ ０ の 構 造 ）
図 ６ か ら 図 ９ を 参 照 し て 、 使 用 者 装 着 部 材 ５ ０ ０ の 構 造 に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 図 ６ は
、 使 用 者 装 着 部 材 ５ ０ ０ を 開 い た 状 態 で の 正 面 図 で あ り 、 図 ７ は 、 使 用 者 装 着 部 材 ５ ０ ０
を 開 い た 状 態 で の 背 面 図 で あ り 、 図 ８ は 、 使 用 者 装 着 部 材 ５ ０ ０ を 閉 じ た 状 態 で の 正 面 図
で あ り 、 図 ９ は 、 ベ ル ト 部 材 の み を 現 し た ベ ル ト 展 開 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま ず 、 図 ６ か ら 図 ９ を 参 照 し て 、 こ の 使 用 者 装 着 部 材 ５ ０ ０ は 、 使 用 者 で あ る お 母 さ ん １
０ ０ ０ に 装 着 さ れ る こ と を 目 的 と し て お り 、 使 用 者 用 背 中 部 材 ５ ０ １ と 、 こ の 使 用 者 用 背
中 部 材 ５ ０ １ の 上 端 部 か ら 上 方 に 延 び る よ う に 設 け ら れ る 第 １ 肩 ベ ル ト 部 材 ５ ０ ５ と 、 第
２ 肩 ベ ル ト 部 材 ５ ０ ６ と を 備 え る 。 さ ら に 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 使 用 者 装 着 部 材 ５
０ ０ の 下 端 部 領 域 に 、 お 母 さ ん １ ０ ０ ０ の 腰 に 装 着 さ れ る 腰 ベ ル ト 部 材 ５ ０ ３ ， ５ ０ ４ が
設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
使 用 者 用 背 中 部 材 ５ ０ １ は 通 気 性 の 向 上 を 考 慮 し て 、 主 に メ ッ シ ュ 部 材 か ら 構 成 さ れ 、 第
１ 肩 ベ ル ト 部 材 ５ ０ ５ 、 第 ２ 肩 ベ ル ト 部 材 ５ ０ ６ 、 お よ び 腰 ベ ル ト 部 材 ５ ０ ３ ， ５ ０ ４ は
、 使 用 者 へ の 荷 重 負 担 を 軽 減 さ せ る 目 的 か ら 、 主 に パ ッ ド 部 材 か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ れ ら の 第 １ 肩 ベ ル ト 部 材 ５ ０ ５ 、 第 ２ 肩 ベ ル ト 部 材 ５ ０ ６ 、 お よ び 腰 ベ ル ト 部 材 ５ ０ ３
， ５ ０ ４ に は 、 赤 ち ゃ ん の 荷 重 を 担 保 す る た め 、 図 ９ に 示 す ベ ル ト 部 材 ６ ０ ０ が 縫 製 に よ
り 縫 い 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
こ の ベ ル ト 部 材 ６ ０ ０ は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 腰 ベ ル ト ６ ０ １ と 、 こ の 腰 ベ ル ト ６ ０ １ に
領 域 Ｙ １ に お い て 強 固 に 連 結 さ れ 、 上 方 に 延 び る よ う に 設 け ら れ る 第 １ 肩 ベ ル ト ６ ０ ２ と
、 腰 ベ ル ト ６ ０ １ に 領 域 Ｙ ２ に お い て 強 固 に 連 結 さ れ 、 上 方 に 延 び る よ う に 設 け ら れ る 第
２ 肩 ベ ル ト ６ ０ ３ と 、 腰 ベ ル ト ６ ０ １ に 領 域 Ｙ ３ に お い て 強 固 に 連 結 さ れ 、 上 方 に 延 び る
よ う に 設 け ら れ る 第 １ 延 長 ベ ル ト ６ ０ ５ と 、 腰 ベ ル ト ６ ０ １ に 領 域 Ｙ ４ に お い て 強 固 に 連
結 さ れ 、 上 方 に 延 び る よ う に 設 け ら れ る 第 ２ 延 長 ベ ル ト ６ ０ ６ と を 有 し て い る 。 ま た 、 第
１ 肩 ベ ル ト ６ ０ ２ と 第 ２ 肩 ベ ル ト ６ ０ ３ と は 、 そ れ ぞ れ 領 域 Ｙ ５ ， Ｙ ６ に お い て そ れ ぞ れ
固 定 さ れ る 連 結 ベ ル ト ６ ０ ４ に よ り 連 結 さ れ て い る 。 各 ベ ル ト の 連 結 は 、 縫 製 に よ り 行 な
わ れ る が 、 強 度 上 問 題 が 無 け れ ば 他 の 連 結 構 造 を 採 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。
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【 ０ ０ ３ ２ 】
第 １ 肩 ベ ル ト ６ ０ ２ に は 、 メ ス 型 バ ッ ク ル ６ １ ６ 、 リ ン グ バ ッ ク ル ６ １ ８ が 所 定 位 置 に 取
付 け ら れ 、 先 端 部 分 に は 、 ベ ル ト の 長 さ を 調 節 す る た め の 調 節 バ ッ ク ル ６ ２ ０ が 取 付 け ら
れ て い る 。 同 様 に 、 第 ２ 肩 ベ ル ト ６ ０ ３ に は 、 メ ス 型 バ ッ ク ル ６ １ ７ 、 リ ン グ バ ッ ク ル ６
１ ９ が 所 定 位 置 に 取 付 け ら れ 、 先 端 部 分 に は 、 ベ ル ト の 長 さ を 調 節 す る た め の 調 節 バ ッ ク
ル ６ ２ １ が 取 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
腰 ベ ル ト ６ ０ １ の 第 １ 延 長 ベ ル ト ６ ０ ５ 側 の 一 端 に は 、 オ ス 型 バ ッ ク ル ６ １ ２ が 設 け ら れ
、 領 域 Ｙ ３ と こ の オ ス 型 バ ッ ク ル ６ １ ２ と の 間 に は 、 腰 ベ ル ト ６ ０ １ の 一 端 側 の 長 さ を 調
節 す る た め の 調 節 バ ッ ク ル ６ １ ４ が 取 付 け ら れ て い る 。 ま た 、 領 域 Ｙ ３ と 領 域 Ｙ １ と の 間
の 腰 ベ ル ト ６ ０ １ に は 、 内 側 を 向 く よ う に メ ス 型 バ ッ ク ル ６ ５ ２ が 取 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た 、 腰 ベ ル ト ６ ０ １ の 第 ２ 延 長 ベ ル ト ６ ０ ６ 側 の 他 端 に は 、 メ ス 型 バ ッ ク ル ６ １ ３ が 設
け ら れ 、 領 域 Ｙ ４ と こ の メ ス 型 バ ッ ク ル ６ １ ３ と の 間 に は 、 腰 ベ ル ト ６ ０ １ の 他 端 側 の 長
さ を 調 節 す る た め の 調 節 バ ッ ク ル ６ １ ５ が 取 付 け ら れ て い る 。 ま た 、 領 域 Ｙ ２ と 領 域 Ｙ ４
と の 間 の 腰 ベ ル ト ６ ０ １ に は 、 内 側 を 向 く よ う に オ ス 型 バ ッ ク ル ６ ５ １ が 取 付 け ら れ て い
る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
第 １ 肩 ベ ル ト 部 材 ５ ０ ５ 、 第 ２ 肩 ベ ル ト 部 材 ５ ０ ６ 、 お よ び 腰 ベ ル ト 部 材 ５ ０ ３ ， ５ ０ ４
と 、 ベ ル ト 部 材 ６ ０ ０ と は 、 適 宜 縫 製 に よ り 結 合 さ れ る が 、 特 に 、 腰 ベ ル ト 部 材 ５ ０ ３ ，
５ ０ ４ の 領 域 Ｘ ２ ， Ｘ ３ ， Ｘ ４ 、 使 用 者 用 背 中 部 材 ５ ０ １ の 領 域 Ｘ １ 、 お よ び 第 １ 肩 ベ ル
ト 部 材 ５ ０ ５ 、 第 ２ 肩 ベ ル ト 部 材 ５ ０ ６ の 領 域 Ｘ ５ ， Ｘ ６ に お い て は 、 両 者 は 強 固 に 連 結
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ま た 、 図 １ に 示 す よ う に 、 第 １ 肩 ベ ル ト 部 材 ５ ０ ５ の 頂 部 領 域 に は 、 第 １ ル ー プ 領 域 ５ ０
７ ａ を 形 成 す る よ う に 帯 状 部 材 ５ ０ ７ が 取 付 け ら れ 、 第 ２ 肩 ベ ル ト 部 材 ５ ０ ６ の 頂 部 領 域
に お い て も 、 第 ２ ル ー プ 領 域 ５ ０ ８ ａ を 形 成 す る よ う に 帯 状 部 材 ５ ０ ８ が 取 付 け ら れ て い
る 。 ま た 、 第 １ 肩 ベ ル ト 部 材 ５ ０ ５ の 前 部 側 に お い て は 、 使 用 者 へ の 荷 重 負 担 を 分 散 さ せ
る た め に 、 内 側 に 向 か う 凸 部 パ ッ ド 領 域 ５ ０ ５ ａ が 設 け ら れ 、 同 様 に 、 第 ２ 肩 ベ ル ト 部 材
５ ０ ６ の 前 部 側 に お い て も 、 内 側 に 向 か う 凸 部 パ ッ ド 領 域 ５ ０ ６ ａ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
図 ７ に 示 す よ う に 、 腰 ベ ル ト ６ ０ １ に 設 け ら れ た 、 オ ス 型 バ ッ ク ル ６ ５ １ お よ び メ ス 型 バ
ッ ク ル ６ ５ ２ は 、 露 出 す る よ う に 設 け ら れ て い る が 、 必 要 に 応 じ て 、 使 用 者 用 背 中 部 材 ５
０ １ の 下 端 部 に 収 容 領 域 を 設 け る よ う に し て 、 使 用 時 に の み オ ス 型 バ ッ ク ル ６ ５ １ お よ び
メ ス 型 バ ッ ク ル ６ ５ ２ を 取 り 出 す 構 造 と す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
図 ８ に 示 す よ う に 、 第 １ 延 長 ベ ル ト ６ ０ ５ は 、 第 １ 肩 ベ ル ト 部 材 ５ ０ ５ 側 に 設 け ら れ た 調
節 バ ッ ク ル ６ ２ ０ に 連 結 さ れ る こ と に よ り 、 右 肩 部 ル ー プ を 構 成 す る と と も に 、 右 肩 部 ル
ー プ の 長 さ が 調 節 さ れ る 。 同 様 に 、 第 ２ 延 長 ベ ル ト ６ ０ ６ は 、 第 ２ 肩 ベ ル ト 部 材 ５ ０ ６ 側
に 設 け ら れ た 調 節 バ ッ ク ル ６ ２ １ に 連 結 さ れ る こ と に よ り 、 左 肩 部 ル ー プ を 構 成 す る と と
も に 、 左 肩 部 ル ー プ の 長 さ が 調 節 さ れ る 。 ま た 、 腰 ベ ル ト ６ ０ １ の 両 先 端 部 に 設 け ら れ た
オ ス 型 バ ッ ク ル ６ １ ２ と メ ス 型 バ ッ ク ル ６ １ ３ と を 連 結 す る こ と に よ り 、 腰 部 ル ー プ を 構
成 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
（ 赤 ち ゃ ん 保 持 部 材 ７ ０ ０ の 構 造 ）
次 に 、 図 １ ０ か ら 図 １ ２ を 参 照 し て 、 赤 ち ゃ ん 保 持 部 材 ７ ０ ０ の 構 造 に つ い て 説 明 す る 。
な お 、 図 １ ０ は 、 赤 ち ゃ ん 保 持 部 材 ７ ０ ０ を 内 面 側 か ら 見 た 平 面 図 で あ り 、 図 １ １ は 、 赤
ち ゃ ん 保 持 部 材 ７ ０ ０ を 外 面 側 か ら 見 た 背 面 図 で あ り 、 図 １ ２ は 、 図 １ ０ 中 Ｘ Ｉ Ｉ － Ｘ Ｉ
Ｉ 線 矢 視 に し た が っ た 第 １ 断 面 図 で あ り 、 図 １ ３ は 、 図 １ ０ 中 Ｘ Ｉ Ｉ － Ｘ Ｉ Ｉ 線 矢 視 に し
た が っ た 第 ２ 断 面 図 で あ る 。
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【 ０ ０ ４ ０ 】
本 実 施 の 形 態 に お け る 赤 ち ゃ ん 保 持 部 材 ７ ０ ０ は 、 背 面 保 持 部 材 ７ ０ １ 、 股 間 部 保 持 部 材
７ ２ ０ 、 腹 部 保 持 部 材 ７ ２ ５ 、 お よ び 背 中 部 保 持 部 材 ７ ４ ０ を 備 え 、 全 体 と し て 縦 長 の 帯
状 の 形 態 を 呈 し て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
図 １ ０ を 参 照 し て 、 背 面 保 持 部 材 ７ ０ １ の 両 側 に は 、 側 部 保 持 部 材 ７ ０ ２ ， ７ ０ ３ が 設 け
ら れ て い る 。 側 部 保 持 部 材 ７ ０ ２ ， ７ ０ ３ の そ れ ぞ れ の 上 端 部 分 に は 、 延 長 部 ７ ０ ４ ， ７
０ ５ が 設 け ら れ 、 こ の 延 長 部 ７ ０ ４ ， ７ ０ ５ に は 、 上 方 に 延 び る よ う に ベ ル ト 部 材 ７ ０ ６
， ７ ０ ７ が 設 け ら れ て い る 。 ベ ル ト 部 材 ７ ０ ６ ， ７ ０ ７ に は 、 ベ ル ト 部 材 ７ ０ ６ ， ７ ０ ７
の 長 さ を 調 節 す る た め の 調 節 バ ッ ク ル ７ １ ０ ， ７ １ １ 取 付 け ら れ 、 ベ ル ト 部 材 ７ ０ ６ ， ７
０ ７ の 先 端 部 分 に は 、 オ ス 型 バ ッ ク ル ７ ０ ８ ， ７ ０ ９ が 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
ま た 、 ベ ル ト 部 材 ７ ０ ６ ， ７ ０ ７ は 、 股 間 部 保 持 部 材 ７ ２ ０ に お い て 交 差 す る よ う に 設 け
ら れ 、 腹 部 保 持 部 材 ７ ２ ５ の 先 端 領 域 に ま で 達 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
な お 、 背 面 保 持 部 材 ７ ０ １ 、 側 部 保 持 部 材 ７ ０ ２ ， ７ ０ ３ 、 お よ び 延 長 部 ７ ０ ４ ， ７ ０ ５
の 内 面 部 分 に は 、 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ が 接 す る 領 域 で あ る た め 、 通 気 性 の あ る ク ッ シ ョ ン 部
材 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
図 １ １ を 参 照 し て 、 背 面 保 持 部 材 ７ ０ １ の 外 面 部 に は 、 袋 状 部 材 ７ ６ ０ が 設 け ら れ て い る
。 袋 状 部 材 ７ ６ ０ の 上 部 は 、 開 放 状 態 と な る よ う に 取 付 け ら れ て い る 。 背 面 保 持 部 材 ７ ０
１ と 袋 状 部 材 ７ ６ ０ と の 間 に よ っ て 形 成 さ れ る 空 間 ７ ６ ０ ａ に は 、 後 述 す る 帯 状 支 持 部 材
７ ５ １ が 収 納 可 能 と さ れ て い る 。 ま た 、 袋 状 部 材 ７ ６ ０ の 外 側 に は 、 リ ン グ 状 部 材 ７ ６ １
， ７ ６ ２ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
再 び 、 図 １ ０ を 参 照 し て 、 股 間 部 保 持 部 材 ７ ２ ０ は 、 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ の 股 部 の 形 状 に 沿
う よ う に 両 側 が 、 内 側 に 切 り 込 ま れ た 曲 面 領 域 ７ ２ １ ， ７ ２ ２ が 形 成 さ れ 、 こ の 曲 面 領 域
７ ２ １ ， ７ ２ ２ を 埋 め る よ う に 、 補 助 パ ッ ド 部 材 ７ ２ ３ ， ７ ２ ４ が 設 け ら れ て い る 。 な お
、 股 間 部 保 持 部 材 ７ ２ ０ の 内 面 部 分 は 、 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ が 接 す る 領 域 で あ る た め 、 通 気
性 の あ る ク ッ シ ョ ン 部 材 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
ま た 、 補 助 パ ッ ド 部 材 ７ ２ ３ ， ７ ２ ４ は 、 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ の 股 部 へ の パ ッ ド 部 材 の 当 接
を 和 ら げ る と と も に 、 前 向 き お よ び 後 向 き の ど ち ら の 状 態 で も （ 図 ２ お よ び 図 ３ に 示 す 状
態 ） 、 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ の 股 部 に 与 え る 不 快 感 を 解 消 す る こ と を 目 的 と し て い る こ と か ら
、 股 間 部 保 持 部 材 ７ ２ ０ の 内 面 部 分 に 設 け ら れ る ク ッ シ ョ ン 部 材 よ り も 柔 ら か い ク ッ シ ョ
ン 部 材 が 設 け ら れ て い る こ と が 好 ま し く 、 ま た 、 縫 い 目 を 、 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ の 股 部 に は
当 接 し な い 位 置 に 配 置 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
ま た 、 図 １ １ を 参 照 し て 、 股 間 部 保 持 部 材 ７ ２ ０ の 外 面 部 に は 、 股 間 部 保 持 部 材 ７ ２ ０ と
の 間 に 通 過 領 域 を 形 成 す る よ う に ル ー プ ７ ７ ０ が 取 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
再 び 、 図 １ ０ を 参 照 し て 、 腹 部 保 持 部 材 ７ ２ ５ の 先 端 部 分 に は 、 横 方 向 に 延 び る 貫 通 路 ７
２ ９ が 設 け ら れ 、 こ の 貫 通 路 ７ ２ ９ の 内 部 に は 、 先 端 側 ベ ル ト ７ ３ ０ が 配 置 さ れ 、 こ の 先
端 側 ベ ル ト ７ ３ ０ の 両 側 に は 、 ベ ル ト の 長 さ を 調 節 す る た め の 調 節 バ ッ ク ル ７ ３ ３ ， ７ ３
４ が 設 け ら れ 、 ま た 、 先 端 部 分 に は 、 フ ッ ク 部 材 ７ ３ １ ， ７ ３ ２ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
ま た 、 腹 部 保 持 部 材 ７ ２ ５ の 中 央 領 域 に は 、 横 方 向 に 延 び る よ う に 腹 部 ベ ル ト ７ ２ ６ が 取
付 け ら れ 、 こ の 腹 部 ベ ル ト ７ ２ ６ の 一 端 に は オ ス 型 バ ッ ク ル ７ ２ ７ が 設 け ら れ 、 他 端 に は
メ ス 型 バ ッ ク ル ７ ２ ８ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
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上 述 し た よ う に 、 ベ ル ト 部 材 ７ ０ ６ ， ７ ０ ７ は 、 腹 部 保 持 部 材 ７ ２ ５ の 先 端 領 域 に ま で 達
す る よ う に 配 置 さ れ て い る が 、 赤 ち ゃ ん の 荷 重 を 効 果 的 に 分 散 さ せ る 観 点 か ら 、 領 域 Ｘ １
０ ， Ｘ １ １ に お い て 、 ベ ル ト 部 材 ７ ０ ６ ， ７ ０ ７ と 腹 部 ベ ル ト ７ ２ ６ と が 連 結 す る よ う に
取 付 け ら れ 、 ま た 、 領 域 Ｘ １ ２ ， Ｘ １ ３ に お い て 、 ベ ル ト 部 材 ７ ０ ６ ， ７ ０ ７ と 先 端 側 ベ
ル ト ７ ３ ０ と が 連 結 す る よ う に 取 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
な お 、 腹 部 保 持 部 材 ７ ２ ５ の 内 面 部 分 は 、 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ が 接 す る 領 域 で あ る た め 、 通
気 性 の あ る ク ッ シ ョ ン 部 材 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
図 １ ０ ～ 図 １ ２ を 参 照 し て 、 背 中 部 保 持 部 材 ７ ４ ０ は 芯 材 と し て の 赤 ち ゃ ん 用 パ ッ ド 部 材
７ ４ ２ ａ ， ７ ４ ２ ｂ を 備 え 、 上 部 パ ッ ド 部 材 ７ ４ ２ ａ に 対 し て 、 下 部 パ ッ ド 部 材 ７ ４ ２ ｂ
は 、 内 側 （ 後 述 す る 帯 状 支 持 部 材 ７ ５ １ が 設 け ら れ る 側 と は 反 対 側 ） に 向 け て 屈 曲 す る よ
う に 取 付 け ら れ て い る 。 赤 ち ゃ ん 用 パ ッ ド 部 材 ７ ４ ２ ａ ， ７ ４ ２ ｂ の 表 面 は 、 通 気 性 の あ
る ク ッ シ ョ ン 部 材 ７ ４ １ で 覆 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
ま た 、 背 中 部 保 持 部 材 ７ ４ ０ の 上 部 両 側 に は 、 左 右 方 向 に 張 出 す 側 壁 パ ッ ド ７ ４ １ ， ７ ４
２ が 設 け ら れ 、 背 中 部 保 持 部 材 ７ ４ ０ お よ び 側 壁 パ ッ ド ７ ４ １ ， ７ ４ ２ の 上 部 側 に は 、 頭
部 保 護 パ ッ ド ７ ５ ０ が 設 け ら れ て い る 。 さ ら に 、 側 壁 パ ッ ド ７ ４ １ ， ７ ４ ２ の 両 側 端 部 に
は 、 ベ ル ト 部 材 ７ ０ ６ を 通 過 さ せ て 支 持 す る た め の 第 １ 支 持 ル ー プ ７ ４ ３ 、 お よ び ベ ル ト
部 材 ７ ０ ７ を 通 過 さ せ て 支 持 す る た め の 第 ２ 支 持 ル ー プ ７ ４ ４ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
頭 部 保 護 パ ッ ド ７ ５ ０ 、 第 １ 支 持 ル ー プ ７ ４ ３ 、 お よ び 第 ２ 支 持 ル ー プ ７ ４ ４ は 、 柔 軟 な
ク ッ シ ョ ン 部 材 か ら 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 頭 部 保 護 パ ッ ド ７ ５ ０ は 、 図 １ ２ に 示 す よ う
に 、 内 側 に 向 く 位 置 と 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 外 側 に 向 く 位 置 と が 選 択 可 能 に 設 け ら れ て
い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
背 中 部 保 持 部 材 ７ ４ ０ は 、 背 面 保 持 部 材 ７ ０ １ と 袋 状 部 材 ７ ６ ０ と の 間 に 設 け ら れ た 空 間
７ ６ ０ ａ 内 に 、 下 部 パ ッ ド 部 材 ７ ４ ２ ｂ が 収 容 可 能 に 設 け ら れ 、 背 面 保 持 部 材 ７ ０ １ と 下
部 パ ッ ド 部 材 ７ ４ ２ ｂ と の 間 に は 、 面 フ ァ ス ナ ７ ６ １ ａ ， ７ ６ １ ｂ が 設 け ら れ る こ と に よ
り 、 背 面 保 持 部 材 ７ ０ １ と 下 部 パ ッ ド 部 材 ７ ４ ２ ｂ と の 着 脱 が 可 能 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
背 中 部 保 持 部 材 ７ ４ ０ の 外 側 に は 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 背 中 部 保 持 部 材 ７ ４ ０ の 上 端 部
か ら 股 間 部 保 持 部 材 ７ ２ ０ に か け て 帯 状 支 持 部 材 ７ ５ １ が 設 け ら れ て い る 。 帯 状 支 持 部 材
７ ５ １ は 、 そ の 上 端 部 の み が 背 中 部 保 持 部 材 ７ ４ ０ に 固 定 さ れ て い る 。 ま た 、 図 １ ２ に 示
す よ う に 、 赤 ち ゃ ん 用 パ ッ ド 部 材 ７ ４ ２ ａ の 外 側 に 位 置 す る 領 域 に お い て は 、 使 用 者 で あ
る お 母 さ ん １ ０ ０ ０ の 手 を 挿 入 す る こ と が で き る よ う に 、 空 間 ７ ５ １ Ｈ が 形 成 さ れ る よ う
に 、 帯 状 支 持 部 材 ７ ５ １ が 背 中 部 保 持 部 材 ７ ４ ０ に 取 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
帯 状 支 持 部 材 ７ ５ １ の 下 方 先 端 部 分 に は 、 ベ ル ト ７ ５ ２ が 取 付 け ら れ 、 こ の ベ ル ト ７ ５ ２
の 先 端 部 分 に は 、 ベ ル ト ７ ５ ２ の 長 さ 調 節 が 可 能 な フ ッ ク 部 材 ７ ５ ３ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
ま た 、 こ の 帯 状 支 持 部 材 ７ ５ １ の 不 使 用 時 に は 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 背 面 保 持 部 材 ７ ０
１ と 袋 状 部 材 ７ ６ ０ と の 間 に 設 け ら れ た 空 間 ７ ６ ０ ａ 内 に 収 容 可 能 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
（ 使 用 者 装 着 部 材 ５ ０ ０ と 赤 ち ゃ ん 保 持 部 材 ７ ０ ０ と の 結 合 関 係 ）
次 に 、 再 び 図 １ か ら 図 ５ を 参 照 し て 、 各 使 用 形 態 に お け る 使 用 者 装 着 部 材 ５ ０ ０ と 赤 ち ゃ
ん 保 持 部 材 ７ ０ ０ と の 結 合 関 係 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
上 述 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 子 守 帯 １ Ｂ の 特 徴 的 構 成 と し て は 、 使 用 者 装 着 部
材 ５ ０ ０ と 赤 ち ゃ ん 保 持 部 材 ７ ０ ０ と の 結 合 関 係 を 選 択 す る こ と に よ り 、 図 １ に 示 す 、 使
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用 者 で あ る お 母 さ ん １ ０ ０ ０ の 前 面 に お い て 、 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ を 横 抱 き す る こ と が で き
る 状 態 と 、 図 ２ に 示 す 、 お 母 さ ん １ ０ ０ ０ の 前 面 に お い て 、 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ を 縦 抱 き す
る こ と が で き る 状 態 （ 対 面 状 態 ） と 、 図 ３ に 示 す 、 お 母 さ ん １ ０ ０ ０ の 前 面 に お い て 、 赤
ち ゃ ん 保 持 部 材 ７ ０ ０ の 上 半 身 領 域 を 取 外 し 、 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ を 前 向 き の 縦 抱 き に す る
こ と が で き る 状 態 と 、 図 ４ に 示 す 、 お 母 さ ん １ ０ ０ ０ の 背 面 に お い て 、 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０
を 縦 抱 き す る こ と が で き る 状 態 （ 赤 ち ゃ ん は 前 向 き ） と 、 図 ５ に 示 す 、 お 母 さ ん １ ０ ０ ０
の 背 面 に お い て 、 赤 ち ゃ ん 保 持 部 材 ７ ０ ０ の 上 半 身 領 域 を 取 外 し 、 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ を 後
向 き の 縦 抱 き に す る こ と が で き る 状 態 と を 選 択 す る こ と が で き る 点 に あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
（ 横 抱 き 連 結 状 態 ）
ま ず 、 図 １ を 参 照 し て 、 赤 ち ゃ ん 保 持 部 材 ７ ０ ０ に よ り 、 赤 ち ゃ ん を 寝 か せ た 状 態 で 抱 っ
こ す る た め の 横 抱 き 状 態 を 可 能 に す る た め の 第 １ 連 結 手 段 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
横 抱 き 状 態 を 可 能 に す る た め に は 、 使 用 者 装 着 部 材 ５ ０ ０ の 肩 ベ ル ト ６ ０ ２ に 設 け ら れ た
メ ス 型 バ ッ ク ル ６ １ ６ に 、 ベ ル ト 部 材 ７ ０ ７ の オ ス 型 バ ッ ク ル ７ ０ ９ を 連 結 さ せ る 。 こ の
と き 、 第 ２ 支 持 ル ー プ ７ ４ ４ に ベ ル ト 部 材 ７ ０ ７ を 通 過 さ せ る 。 同 様 に 、 肩 ベ ル ト ６ ０ ３
に 設 け ら れ た メ ス 型 バ ッ ク ル ６ １ ７ に 、 ベ ル ト 部 材 ７ ０ ６ の オ ス 型 バ ッ ク ル ７ ０ ８ を 連 結
さ せ る 。 こ の と き 、 第 １ 支 持 ル ー プ ７ ４ ３ に ベ ル ト 部 材 ７ ０ ６ を 通 過 さ せ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
ま た 、 赤 ち ゃ ん 保 持 部 材 ７ ０ ０ に 設 け ら れ た 帯 状 支 持 部 材 ７ ５ １ を 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ の 股
部 を 通 過 さ せ る と と も に 、 帯 状 支 持 部 材 ７ ５ １ の 先 端 部 に 設 け ら れ た ベ ル ト ７ ５ ２ を ル ー
プ ７ ７ ０ を 通 し て 、 ベ ル ト ７ ５ ２ の 先 端 に 設 け ら れ た フ ッ ク 部 材 ７ ５ ３ を 、 肩 ベ ル ト ６ ０
２ に 設 け ら れ た リ ン グ バ ッ ク ル ６ １ ８ に 係 合 さ せ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
な お 、 メ ス 型 バ ッ ク ル ６ １ ６ と オ ス 型 バ ッ ク ル ７ ０ ９ 、 お よ び メ ス 型 バ ッ ク ル ６ １ ７ と オ
ス 型 バ ッ ク ル ７ ０ ８ に よ り 、 横 抱 上 部 連 結 手 段 を 構 成 し 、 フ ッ ク 部 材 ７ ５ ３ と リ ン グ バ ッ
ク ル ６ １ ８ と に よ り 、 横 抱 下 部 連 結 手 段 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
ま た 、 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ の 下 腹 部 を 保 護 す る た め に 、 腹 部 保 持 部 材 ７ ２ ５ に 設 け ら れ た 先
端 側 ベ ル ト ７ ３ ０ に 取 付 け ら れ た フ ッ ク 部 材 ７ ３ ２ を 、 リ ン グ 状 部 材 ７ ６ ２ に 係 合 さ せ る
。 図 示 し て い な い が 、 先 端 側 ベ ル ト ７ ３ ０ に 取 付 け ら れ た フ ッ ク 部 材 ７ ３ １ に つ い て も 、
リ ン グ 状 部 材 ７ ６ １ に 係 合 さ せ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
な お 、 こ の 状 態 で は 、 使 用 者 装 着 部 材 ５ ０ ０ の 腰 ベ ル ト ６ ０ １ の 両 先 端 部 に 設 け ら れ た オ
ス 型 バ ッ ク ル ６ １ ２ と メ ス 型 バ ッ ク ル ６ １ ３ と 連 結 さ せ る こ と に よ り 、 腰 ベ ル ト ６ ０ １ の
お 母 さ ん １ ０ ０ ０ へ の 腰 部 領 域 へ の 安 定 的 な 装 着 が 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
な お 、 図 １ に 示 す 状 態 は 、 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ の 頭 が お 母 さ ん １ ０ ０ ０ の 左 腕 側 に 位 置 す る
場 合 を 示 し て い る が 、 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ の 頭 が お 母 さ ん １ ０ ０ ０ の 右 腕 側 に 位 置 す る 場 合
に も 、 同 様 の 結 合 状 態 を 採 用 す る こ と に よ り 実 現 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
以 上 、 こ の 横 抱 き 状 態 に お い て は 、 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ の 頭 部 側 を ２ 点 で 支 持 し 、 ま た 、 頭
部 側 か ら 股 部 を 通 過 す る 帯 状 支 持 部 材 ７ ５ １ に よ り 、 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ の 背 面 部 を 全 体 的
に 覆 う よ う に し て 支 持 す る 、 ３ 点 支 持 構 造 を 採 用 し て い る こ と か ら 、 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ の
横 抱 き 状 態 を 安 定 さ せ る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
ま た 、 赤 ち ゃ ん の 側 部 に 、 ベ ル ト 部 材 ７ ０ ７ に よ り 支 持 さ れ る 第 ２ 支 持 ル ー プ ７ ４ ４ と 、
ベ ル ト 部 材 ７ ０ ６ に よ り 支 持 さ れ る 第 １ 支 持 ル ー プ ７ ４ ３ が 配 置 さ れ る こ と に な る た め 、
赤 ち ゃ ん の 側 部 に お い て 第 １ 支 持 ル ー プ ７ ４ ３ お よ び 第 ２ 支 持 ル ー プ ７ ４ ４ に よ る 壁 が 形
成 さ れ 、 赤 ち ゃ ん の 側 部 を 確 実 に 保 護 す る こ と が 可 能 に な る 。 そ の 結 果 、 頭 部 の 振 れ を 防
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止 し 、 赤 ち ゃ ん の 頭 部 の 保 護 を 十 分 に 行 な う こ と の で き る 構 造 を 有 す る 子 守 帯 を 提 供 す る
こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
（ 前 面 縦 抱 き 連 結 状 態 ）
次 に 、 図 ２ を 参 照 し て 、 赤 ち ゃ ん 保 持 部 材 ７ ０ ０ に よ り 、 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ を お 母 さ ん １
０ ０ ０ の 前 面 に お い て 縦 抱 き 状 態 を 可 能 に す る た め の 第 ２ 連 結 手 段 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
前 面 縦 抱 き 状 態 を 可 能 に す る た め に は 、 使 用 者 装 着 部 材 ５ ０ ０ の 肩 ベ ル ト ６ ０ ２ に 設 け ら
れ た メ ス 型 バ ッ ク ル ６ １ ６ に 、 ベ ル ト 部 材 ７ ０ ７ の オ ス 型 バ ッ ク ル ７ ０ ９ を 連 結 さ せ る 。
こ の と き 、 第 ２ 支 持 ル ー プ ７ ４ ４ に ベ ル ト 部 材 ７ ０ ７ を 通 過 さ せ る 。 同 様 に 、 肩 ベ ル ト ６
０ ３ に 設 け ら れ た メ ス 型 バ ッ ク ル ６ １ ７ に 、 ベ ル ト 部 材 ７ ０ ６ の オ ス 型 バ ッ ク ル ７ ０ ８ を
連 結 さ せ る 。 こ の と き 、 第 １ 支 持 ル ー プ ７ ４ ３ に ベ ル ト 部 材 ７ ０ ６ を 通 過 さ せ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
ま た 、 図 １ ４ の 断 面 図 に 示 す よ う に 、 使 用 者 装 着 部 材 ５ ０ ０ の 腰 ベ ル ト ６ ０ １ の 先 端 部 に
設 け ら れ た オ ス 型 バ ッ ク ル ６ １ ２ に 赤 ち ゃ ん 保 持 部 材 ７ ０ ０ の 腹 部 保 持 部 材 ７ ２ ５ に 設 け
ら れ た 腹 部 ベ ル ト ７ ２ ６ の オ ス 型 バ ッ ク ル ７ ２ ７ を 連 結 さ せ る 。 同 様 に 、 腰 ベ ル ト ６ ０ １
の 先 端 部 に 設 け ら れ た メ ス 型 バ ッ ク ル ６ １ ３ に 赤 ち ゃ ん 保 持 部 材 ７ ０ ０ の 腹 部 保 持 部 材 ７
２ ５ に 設 け ら れ た 腹 部 ベ ル ト ７ ２ ６ の メ ス 型 バ ッ ク ル ７ ２ ８ を 連 結 さ せ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
な お 、 メ ス 型 バ ッ ク ル ６ １ ６ と オ ス 型 バ ッ ク ル ７ ０ ９ 、 お よ び メ ス 型 バ ッ ク ル ６ １ ７ と オ
ス 型 バ ッ ク ル ７ ０ ８ に よ り 、 縦 抱 上 部 連 結 手 段 を 構 成 し 、 オ ス 型 バ ッ ク ル ６ １ ２ と オ ス 型
バ ッ ク ル ７ ２ ７ 、 お よ び 、 メ ス 型 バ ッ ク ル ６ １ ３ と メ ス 型 バ ッ ク ル ７ ２ ８ と に よ り 、 縦 抱
下 部 連 結 手 段 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
ま た 、 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ の 下 腹 部 を 保 護 す る た め に 、 腹 部 保 持 部 材 ７ ２ ５ に 設 け ら れ た 先
端 側 ベ ル ト ７ ３ ０ に 取 付 け ら れ た フ ッ ク 部 材 ７ ３ ２ を 、 リ ン グ 状 部 材 ７ ６ ２ に 係 合 さ せ る
。 図 示 し て い な い が 、 先 端 側 ベ ル ト ７ ３ ０ に 取 付 け ら れ た フ ッ ク 部 材 ７ ３ １ に つ い て も 、
リ ン グ 状 部 材 ７ ６ １ に 係 合 さ せ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
こ の 縦 抱 き 状 態 に お い て は 、 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ の 頭 部 側 を ２ 点 で 支 持 し 、 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０
０ の 腹 部 側 面 を ２ 点 で 支 持 し 、 さ ら に 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ の 股 部 を １ 点 で 支 持 す る ５ 点 支 持
構 造 を 採 用 し て い る こ と か ら 、 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ の 縦 抱 き 状 態 を 安 定 さ せ る こ と が 可 能 に
な る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
ま た 、 赤 ち ゃ ん の 側 部 に 、 ベ ル ト 部 材 ７ ０ ７ に よ り 支 持 さ れ る 第 ２ 支 持 ル ー プ ７ ４ ４ と 、
ベ ル ト 部 材 ７ ０ ６ に よ り 支 持 さ れ る 第 １ 支 持 ル ー プ ７ ４ ３ が 配 置 さ れ る こ と に な る た め 、
赤 ち ゃ ん の 側 部 に お い て 第 １ 支 持 ル ー プ ７ ４ ３ お よ び 第 ２ 支 持 ル ー プ ７ ４ ４ に よ る 壁 が 形
成 さ れ 、 赤 ち ゃ ん の 側 部 を 確 実 に 保 護 す る こ と が 可 能 に な る 。 そ の 結 果 、 頭 部 の 振 れ を 防
止 し 、 赤 ち ゃ ん の 頭 部 の 保 護 を 十 分 に 行 な う こ と の で き る 構 造 を 有 す る 子 守 帯 を 提 供 す る
こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
ま た 、 使 用 者 装 着 部 材 ５ ０ ０ に 赤 ち ゃ ん 保 持 部 材 ７ ０ ０ を 連 結 さ せ た 場 合 、 使 用 者 の 腹 部
領 域 に は 腰 ベ ル ト ６ ０ ０ が 位 置 せ ず に 、 赤 ち ゃ ん 保 持 部 材 ７ ０ ０ の 腹 部 保 持 部 材 ７ ２ ５ に
設 け ら れ た 先 端 側 ベ ル ト ７ ３ ０ の み が 位 置 す る こ と に な る 。 こ れ に よ り 、 お 母 さ ん １ ０ ０
０ と 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ と の 距 離 が 近 く な り 、 お 母 さ ん １ ０ ０ ０ と 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ と の 密
着 感 を 高 め る こ と が 可 能 に な る 。 そ の 結 果 、 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ は 、 よ り 近 く に お 母 さ ん １
０ ０ ０ を 感 じ る こ と が で き 、 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ の 発 育 段 階 、 生 理 特 性 を 満 足 さ せ る こ と が
可 能 に な る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
ま た 、 よ り お 母 さ ん １ ０ ０ ０ の 近 く で 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ を 保 持 で き る こ と か ら 、 バ ラ ン ス
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良 く 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ の 荷 重 を 受 け る こ と に よ り 、 お 母 さ ん １ ０ ０ ０ へ の 負 担 の 軽 減 を 図
り な が ら 、 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ の 保 持 の 安 全 性 お よ び 快 適 性 を 損 な う こ と な く 、 お 母 さ ん １
０ ０ ０ に 対 す る 装 着 性 能 の 向 上 を 図 る こ と を 可 能 と し て い る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
さ ら に 、 使 用 者 装 着 部 材 ５ ０ ０ の 腰 ベ ル ト ６ ０ ０ の 構 造 の 簡 略 化 が 図 ら れ 、 フ ァ ッ シ ョ ン
性 を 高 め た 子 守 帯 を 提 供 す る こ と を 可 能 と す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
ま た 、 赤 ち ゃ ん 保 持 部 材 ７ ０ ０ の 背 中 部 保 持 部 材 ７ ４ ０ の 背 面 側 に は 、 帯 状 支 持 部 材 ７ ５
１ に よ り 空 間 ７ ５ １ Ｈ が 形 成 さ れ て い る こ と か ら 、 お 母 さ ん １ ０ ０ ０ の 手 を こ の 空 間 ７ ５
１ Ｈ に 挿 入 し て 沿 え る こ と が で き る た め 、 さ ら に 安 定 し た 状 態 で 、 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ を 保
持 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
な お 、 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ が 成 長 し て 首 お よ び 腰 が 座 り 、 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ を 自 立 さ せ て お く
こ と に 対 し て 医 学 的 な 問 題 が 生 じ な い 場 合 は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 背 中 部 保 持 部 材 ７ ４ ０
を 赤 ち ゃ ん 保 持 部 材 ７ ０ ０ か ら 取 外 す こ と に よ り 、 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ を 前 向 き に し て 縦 抱
っ こ を す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
（ 背 面 縦 抱 き 連 結 状 態 ）
次 に 、 図 ４ を 参 照 し て 、 赤 ち ゃ ん 保 持 部 材 ７ ０ ０ に よ り 、 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ を お 母 さ ん １
０ ０ ０ の 背 面 に お い て 縦 抱 き 状 態 を 可 能 に す る た め の 第 ３ 連 結 手 段 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
背 面 縦 抱 き 連 結 状 態 を 可 能 に す る た め に は 、 使 用 者 装 着 部 材 ５ ０ ０ の 肩 ベ ル ト ６ ０ ２ に 設
け ら れ た メ ス 型 バ ッ ク ル ６ １ ６ に 、 ベ ル ト 部 材 ７ ０ ６ の オ ス 型 バ ッ ク ル ７ ０ ８ を 連 結 さ せ
る 。 こ の と き 、 ベ ル ト 部 材 ７ ０ ６ を 第 １ 肩 ベ ル ト 部 材 ５ ０ ５ に 設 け ら れ た 第 １ ル ー プ 領 域
５ ０ ７ ａ に 通 過 さ せ る 。 ま た 、 使 用 者 装 着 部 材 ５ ０ ０ の 肩 ベ ル ト ６ ０ ３ に 設 け ら れ た メ ス
型 バ ッ ク ル ６ １ ７ に 、 ベ ル ト 部 材 ７ ０ ７ の オ ス 型 バ ッ ク ル ７ ０ ９ を 連 結 さ せ る 。 こ の と き
、 ベ ル ト 部 材 ７ ０ ７ を 第 ２ 肩 ベ ル ト 部 材 ５ ０ ６ に 設 け ら れ た 第 ２ ル ー プ 領 域 ５ ０ ８ ａ に 通
過 さ せ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
ま た 、 使 用 者 装 着 部 材 ５ ０ ０ の 腰 ベ ル ト ６ ０ １ の 背 面 側 に 設 け ら れ た オ ス 型 バ ッ ク ル ６ ５
１ に 赤 ち ゃ ん 保 持 部 材 ７ ０ ０ の 腹 部 保 持 部 材 ７ ２ ５ に 設 け ら れ た 腹 部 ベ ル ト ７ ２ ６ の オ ス
型 バ ッ ク ル ７ ２ ７ を 連 結 さ せ る 。 同 様 に 、 腰 ベ ル ト ６ ０ １ の 背 面 側 に 設 け ら れ た メ ス 型 バ
ッ ク ル ６ ５ ２ に 赤 ち ゃ ん 保 持 部 材 ７ ０ ０ の 腹 部 保 持 部 材 ７ ２ ５ に 設 け ら れ た 腹 部 ベ ル ト ７
２ ６ の メ ス 型 バ ッ ク ル ７ ２ ８ を 連 結 さ せ る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
な お 、 メ ス 型 バ ッ ク ル ６ １ ６ と オ ス 型 バ ッ ク ル ７ ０ ８ 、 お よ び メ ス 型 バ ッ ク ル ６ １ ７ と オ
ス 型 バ ッ ク ル ７ ０ ９ に よ り 、 縦 抱 上 部 連 結 手 段 を 構 成 し 、 オ ス 型 バ ッ ク ル ６ ５ １ と オ ス 型
バ ッ ク ル ７ ２ ７ 、 お よ び メ ス 型 バ ッ ク ル ６ ５ ２ と メ ス 型 バ ッ ク ル ７ ２ ８ と に よ り 、 縦 抱 下
部 連 結 手 段 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
ま た 、 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ の 下 腹 部 を 保 護 す る た め に 、 腹 部 保 持 部 材 ７ ２ ５ に 設 け ら れ た 先
端 側 ベ ル ト ７ ３ ０ に 取 付 け ら れ た フ ッ ク 部 材 ７ ３ ２ を 、 リ ン グ 状 部 材 ７ ６ ２ に 係 合 さ せ る
。 図 示 し て い な い が 、 先 端 側 ベ ル ト ７ ３ ０ に 取 付 け ら れ た フ ッ ク 部 材 ７ ３ １ に つ い て も 、
リ ン グ 状 部 材 ７ ６ １ に 係 合 さ せ る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
こ の 縦 抱 き 状 態 に お い て は 、 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ の 頭 部 側 を ２ 点 で 支 持 し 、 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０
０ の 腹 部 側 面 を ２ 点 で 支 持 し 、 さ ら に 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ の 股 部 を １ 点 で 支 持 す る ５ 点 支 持
構 造 を 採 用 し て い る こ と か ら 、 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ の 縦 抱 き 状 態 を 安 定 さ せ る こ と が 可 能 に
な る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
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ま た 、 赤 ち ゃ ん の 側 部 に 、 ベ ル ト 部 材 ７ ０ ７ に よ り 支 持 さ れ る 第 ２ 支 持 ル ー プ ７ ４ ４ と 、
ベ ル ト 部 材 ７ ０ ６ に よ り 支 持 さ れ る 第 １ 支 持 ル ー プ ７ ４ ３ が 配 置 さ れ る こ と に な る た め 、
赤 ち ゃ ん の 側 部 に お い て 第 １ 支 持 ル ー プ ７ ４ ３ お よ び 第 ２ 支 持 ル ー プ ７ ４ ４ に よ る 壁 が 形
成 さ れ 、 赤 ち ゃ ん の 側 部 を 確 実 に 保 護 す る こ と が 可 能 に な る 。 そ の 結 果 、 頭 部 の 振 れ を 防
止 し 、 赤 ち ゃ ん の 頭 部 の 保 護 を 十 分 に 行 な う こ と の で き る 構 造 を 有 す る 子 守 帯 を 提 供 す る
こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
な お 、 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ が 成 長 し て 首 お よ び 腰 が 座 り 、 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ を 自 立 さ せ て お
く こ と に 対 し て 医 学 的 な 問 題 が 生 じ な い 場 合 は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 背 中 部 保 持 部 材 ７ ４
０ を 赤 ち ゃ ん 保 持 部 材 ７ ０ ０ か ら 取 外 す こ と に よ り 、 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ を 後 向 き に し て 縦
抱 っ こ を す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
以 上 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 子 守 帯 １ Ｂ に お い て は 、 子 守 帯 １ Ｂ の 使 用 に 際 し て 、 横 抱 き
状 態 、 前 面 縦 抱 き 状 態 お よ び 背 面 縦 抱 き 状 態 で の 使 用 が 可 能 と な る た め 、 子 守 帯 １ Ｂ の 使
用 に 際 し て 、 新 生 児 期 か ら の 使 用 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
連 結 部 分 に お い て 、 オ ス 型 バ ッ ク ル 、 メ ス 型 バ ッ ク ル を 使 用 し て い る が 、 両 者 を 入 換 え て
使 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。 ま た 、 オ ス メ ス 両 性 の バ ッ ク ル を 使 用 す る こ と も 可 能 で あ る
。
【 ０ ０ ９ ２ 】
ま た 、 上 記 実 施 の 形 態 に お け る 使 用 者 と し て 、 お 母 さ ん の 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 そ の
他 お 父 さ ん や 、 他 の 保 護 者 や 保 育 者 で あ っ て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
し た が っ て 、 今 回 開 示 し た 上 記 実 施 の 形 態 は す べ て の 点 で 例 示 で あ っ て 、 限 定 的 な 解 釈 の
根 拠 と な る も の で は な い 。 し た が っ て 、 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 は 、 上 記 し た 実 施 の 形 態 の み
に よ っ て 解 釈 さ れ る の で は な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 の 記 載 に 基 づ い て 画 定 さ れ る 。 ま た 、 特
許 請 求 の 範 囲 と 均 等 の 意 味 お よ び 範 囲 内 で の す べ て の 変 更 が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
こ の 発 明 に 基 い た 子 守 帯 に よ れ ば 、 子 守 帯 の 使 用 に 際 し て 、 横 抱 き 状 態 、 前 面 縦 抱 き 状 態
お よ び 背 面 縦 抱 き 状 態 で の 使 用 が 可 能 と な る た め 、 子 守 帯 の 使 用 に 際 し て 、 新 生 児 期 か ら
一 貫 し た 使 用 が 可 能 に な り 、 親 と 子 供 の ス キ ン シ ッ プ を 十 分 図 る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
ま た 、 子 守 部 材 と し て 衣 服 形 態 を 備 え る こ と に よ り 、 子 守 部 材 の フ ァ ッ シ ョ ン 性 の 向 上 が
図 ら れ 、 子 守 部 材 の 装 着 時 に お け る 違 和 感 を 軽 減 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 に 基 い た 実 施 の 形 態 に お け る 子 守 帯 １ Ｂ を 用 い て 、 お 母 さ ん １ ０ ０ ０ の
前 面 に お い て 、 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ を 横 抱 き す る こ と が で き る 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 こ の 発 明 に 基 い た 実 施 の 形 態 に お け る 子 守 帯 １ Ｂ を 用 い て 、 お 母 さ ん １ ０ ０ ０ の
前 面 に お い て 、 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ を 縦 抱 き す る こ と が で き る 状 態 を 示 す 第 １ の 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 こ の 発 明 に 基 い た 実 施 の 形 態 に お け る 子 守 帯 １ Ｂ を 用 い て 、 お 母 さ ん １ ０ ０ ０ の
前 面 に お い て 、 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ を 縦 抱 き す る こ と が で き る 状 態 を 示 す 第 ２ の 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 こ の 発 明 に 基 い た 実 施 の 形 態 に お け る 子 守 帯 １ Ｂ を 用 い て 、 お 母 さ ん １ ０ ０ ０ の
背 面 に お い て 、 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ を 縦 抱 き す る こ と が で き る 状 態 を 示 す 第 １ の 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 こ の 発 明 に 基 い た 実 施 の 形 態 に お け る 子 守 帯 １ Ｂ を 用 い て 、 お 母 さ ん １ ０ ０ ０ の
背 面 に お い て 、 赤 ち ゃ ん ２ ０ ０ ０ を 縦 抱 き す る こ と が で き る 状 態 を 示 す 第 ２ の 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 こ の 発 明 に 基 い た 実 施 の 形 態 に お け る 子 守 帯 １ Ｂ の 使 用 者 装 着 部 材 ５ ０ ０ を 開 い
た 状 態 で の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 こ の 発 明 に 基 い た 実 施 の 形 態 に お け る 子 守 帯 １ Ｂ の 使 用 者 装 着 部 材 ５ ０ ０ を 開 い
た 状 態 で の 背 面 図 で あ る 。
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【 図 ８ 】 こ の 発 明 に 基 い た 実 施 の 形 態 に お け る 子 守 帯 １ Ｂ の 使 用 者 装 着 部 材 ５ ０ ０ を 閉 じ
た 状 態 で の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 こ の 発 明 に 基 い た 実 施 の 形 態 に お け る 子 守 帯 １ Ｂ の ベ ル ト 部 材 の み を 現 し た ベ ル
ト 展 開 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 こ の 発 明 に 基 い た 実 施 の 形 態 に お け る 子 守 帯 １ Ｂ の 赤 ち ゃ ん 保 持 部 材 ７ ０ ０ を
内 面 側 か ら 見 た 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 こ の 発 明 に 基 い た 実 施 の 形 態 に お け る 子 守 帯 １ Ｂ の 赤 ち ゃ ん 保 持 部 材 ７ ０ ０ を
外 面 側 か ら 見 た 背 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ ０ 中 Ｘ Ｉ Ｉ － Ｘ Ｉ Ｉ 線 矢 視 に し た が っ た 第 １ 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ０ 中 Ｘ Ｉ Ｉ － Ｘ Ｉ Ｉ 線 矢 視 に し た が っ た 第 ２ 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 こ の 発 明 に 基 い た 実 施 の 形 態 に お け る 子 守 帯 １ Ｂ の 前 面 縦 抱 き 連 結 状 態 を 模 式
的 に 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ Ｂ 　 子 守 帯 、 ５ ０ ０ 　 使 用 者 装 着 部 材 、 ５ ０ １ 　 使 用 者 用 背 中 部 材 、 ５ ０ ３ ， ５ ０ ４ 　
腰 ベ ル ト 部 材 、 ５ ０ ５ 　 第 １ 肩 ベ ル ト 部 材 、 ５ ０ ５ ａ 　 凸 部 パ ッ ド 領 域 、 ５ ０ ６ 　 第 ２ 肩
ベ ル ト 部 材 、 ５ ０ ６ ａ 　 凸 部 パ ッ ド 領 域 、 ５ ０ ７ 　 帯 状 部 材 、 ５ ０ ７ ａ 　 第 １ ル ー プ 領 域
、 ５ ０ ８ 　 帯 状 部 材 、 ５ ０ ８ ａ 　 第 ２ ル ー プ 領 域 、 ６ ０ ０ 　 ベ ル ト 部 材 、 ６ ０ １ 　 腰 ベ ル
ト 、 ６ ０ ２ 　 第 １ 肩 ベ ル ト 、 ６ ０ ３ 　 第 ２ 肩 ベ ル ト 、 ６ ０ ５ 　 第 １ 延 長 ベ ル ト 、 ６ ０ ６ 　
第 ２ 延 長 ベ ル ト 、 ６ ０ ４ 　 連 結 ベ ル ト 、 ６ １ ２ ， ６ ５ １ ， ７ ０ ８ ， ７ ０ ９ ， ７ ２ ８ 　 オ ス
型 バ ッ ク ル 、 ６ １ ３ ， ６ １ ６ ， ６ １ ７ ， ６ ５ ２ ， ７ ２ ７ 　 メ ス 型 バ ッ ク ル 、 ６ １ ４ ， ６ １
５ ， ６ ２ ０ ， ６ ２ １ ， ７ ３ ３ ， ７ ３ ４ 　 調 節 バ ッ ク ル 、 ６ １ ８ ， ６ １ ９ 　 リ ン グ バ ッ ク ル
、 ７ ０ ０ 　 赤 ち ゃ ん 保 持 部 材 、 ７ ０ １ 　 背 面 保 持 部 材 、 ７ ０ ２ ， ７ ０ ３ 　 側 部 保 持 部 材 、
７ ０ ４ ， ７ ０ ５ 　 延 長 部 、 ７ ０ ６ ， ７ ０ ７ 　 ベ ル ト 部 材 、 ７ ２ ０ 　 股 間 部 保 持 部 材 、 ７ ２
１ ， ７ ２ ２ 　 曲 面 領 域 、 ７ ２ ３ ， ７ ２ ４ 　 補 助 パ ッ ド 部 材 、 ７ ２ ５ 　 腹 部 保 持 部 材 、 ７ ２
６ 　 腹 部 ベ ル ト 、 ７ ２ ９ 　 貫 通 路 、 ７ ３ ０ 　 先 端 側 ベ ル ト 、 ７ ３ １ ， ７ ３ ２ 　 フ ッ ク 部 材
、 ７ ４ ０ 　 背 中 部 保 持 部 材 、 ７ ４ ２ ａ 　 上 部 パ ッ ド 部 材 、 ７ ４ ２ ｂ 　 下 部 パ ッ ド 部 材 、 ７
４ １ ， ７ ４ ２ 　 側 壁 パ ッ ド 、 ７ ４ ３ 　 第 １ 支 持 ル ー プ 、 ７ ４ ４ 　 第 ２ 支 持 ル ー プ 、 ７ ５ ０
　 頭 部 保 護 パ ッ ド 、 ７ ５ １ 　 帯 状 支 持 部 材 、 ７ ５ １ Ｈ 　 空 間 、 ７ ５ ２ 　 ベ ル ト 、 ７ ５ ３ 　
フ ッ ク 部 材 、 ７ ６ ０ 　 袋 状 部 材 、 ７ ６ ０ ａ 　 空 間 、 ７ ６ １ ， ７ ６ ２ 　 リ ン グ 状 部 材 、 ７ ６
１ ａ ， ７ ６ １ ｂ 面 フ ァ ス ナ 、 ７ ７ ０ 　 ル ー プ 、 １ ０ ０ ０ 　 お 母 さ ん 、 ２ ０ ０ ０ 　 赤 ち ゃ ん
。
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